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審査結果要旨
 心臓に直接手術侵襲を加える場合,血流が遮断され且つ心搏動が制御さ牙tれば,手術操作は確実
 且つ容易となるととは明らかである.この目的で著者の属する教室に於ては,人為心…蚤細動下に手
 術を行い,心内操作后細動を解除し.,実験犬を長期生存せしめ得る実験に就いて種々の検索を行っ
 て来た.
 著者は本…斐験班に参加した11人'であるが,著者等は常温.及び低温下に,更に脳冠壼櫛1菖を併用し,
 人為心野田動を惹起せしめると,遮断時間鳶延長せしめ得るのみならず細動解除后良好な経過をと
 ることを証明した.芸者は本実験に於いて細動解1余前后誘専に解除后の心機能の恢復過程を,血圧
 及び心電図所見の面から詳細に検討した.
 著者によれば常温下及び低体温ドに脳冠議流な併用した人為心室綱動実検に於て,細動を解除す
 れば,血圧は解除后緩慢に.ヒ興し,徐々に細動前血圧に復する工型と,解除直1后急激に上昇して異
 常な高値に達し,そO后漸次低下しつつ間も捷く細動前血圧1'⊂安定する五型r⊂ナこ矧1された:.
 即ち常温下,脳冠潅流併用で平均コ2分以上の細動を行った後,之を解除した16例中i2例は
 工型を示し,4例は■型の緬鐘を示した、低体温下腿冠費銃併用の同実験5例中,開心を附加し,
 平均18分50秒間淳騒動を1翁舟塗しめブこ5例では,解除后血圧の恢復は1型を示し,又同条件にて
 の低体:温「1誉田動12分50秒,て5分5日秒の非開心2例では,血1『盈二〔]〔型の経過を辿って恢復し.
 た.
 之を同教室発表の非滋寵人為細動例と比較すると,細動持続時分は脳冠清流を併用した場合,常
 温で平均12分50秒,低温で平均16分5臼秒と,非濯ン解理の常温乙～4分,低温旬一窪5分
 に比し署しい延長が可能・であっノ1二.更llぐ灘瓦ケを長時分行った:にも拘らず解除に際し,非盗励籍例では
 心マッサージ及び数回のカウγターシヨツグを必要としたが津蟹ε例では心マッサージを必要とせ
 ず,て回のカウソターシヨツクのみで細動は容易に解除された、
 叉細動解除后血圧の恢復も良好で,血圧の安定する迄に,非海面例では常温60分,f属鼠で60
 ～90分を要したが,脳冠潜流を併用した場合,常温でコ臼～50分,低温て20～5日分と著し
 く経過が短縮されるのを見た.之らは脳冠静置併用の効果と見放される.
 以.ヒの他、著者は心電図、ヒの調律の異常所見に就いて,常組例,低温例典に細動解除后刺戟生成
 異常,刺戟伝導障碍を見たが讐血圧が細動前値に復ゴーろ時期には大部分正常となり}血圧の変動と
 の間に直接的な関係はみられず,非海流例は正常化に乙ロ～60分を要したのに比しやや短縮さ;h・
 る傾向を示した.
 人為心室細動に脳冠潅流を併用した場合,細動解除后心機能が女口何に恢復するかについての報告
 は,末だ数少なく身著者の研究は此の分野『こ→石見を力耳えブこものと認箕…さ矛しる.
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